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第 42号 

執筆者 

＠短信 

継続コロナ禍中号 

楊 梓（ヨウ シ） 新連載 

 

今年 3 月からかぎ編みを始めました。

最初は小さな丸や星しかできなかったで

す。それでも、「すごいね」と褒めてくれた

ことで、どんどん難しいことに挑戦するよう

になります。やはり子どもでも大人でも褒

めることが伸びることにつながるのを改め

て実感しました。 

自分にとって、とても良いフロー体験が

できて、楽しかったです。コロナであまり外

出できない今こそ、おすすめします。 

 
アダルトグッズ O L 日記 

P２８５～ 

土元 哲平 新連載 

はじめまして。今号から連載させて頂く

こととなりました、土元哲平です。キャリア

心理学と文化心理学が専門。学部時代に

は理学部で人工衛星の研究をしていまし

た。博士論文では、自分のキャリア支援・

被支援経験について研究しました。理系

から文系へ、右往左往し他者に支えられ

ながらキャリアを歩んできたこと、その中

でどんなキャリア支援が重要だったのか

を理解したいと思ったからです。このライ

フストーリーについては、博士論文(近々

出版)、今回の連載でも触れています。 

 私自身、マジシャンとしての活動を 8 年

間続けています(マジシャンてっぺー)。京

都・大阪を中心に活動し、300 以上ステー

ジ出演をしています。去年はラジオにも出

演させていただきました。新型コロナの影

響で、ご依頼が少なくなり、場合によって

はお断りすることもあり・・・大変ですが、

ゆっくりと再開に向けて頑張りたいと思い

ます。ちなみに、演技はこんな感じです。 

https://youtu.be/g9pBdgqbwZY 

趣味はマジック、コーヒーを飲む、レザ

ークラフト、盆栽、文鳥・メダカを育てるこ

と・・・など。趣味の世界を知ることで、新し

いことばに出会ったり、身近なものを別の

視点で見れるようになることが楽しみで、

色々なことに手を伸ばしています。盆栽は

最近始めた趣味で、真柏、檜、五葉松を

育てています。京都にある盆栽園が、す

ごく素敵な場所で、店員さんも親切でした。

「ここの枝を伸ばしたいから・・・」などとじ

っくり考えながら木と向き合っています。

普段と違う時間の流れ方を味わい深く感

じています。盆栽をはじめて、これまで気

にも留めていなかった道ばたの庭木や鉢

植えが、生き生きと輝いて見えるようにな

りました。 

ここ数日は、引っ越し作業をしていまし

た。研究の本が多くなり、手狭になってし

まったのです。引っ越しは作業員の方に

手伝ってもらいましたが、とはいえ骨が折

れる作業でした。翌日は全身筋肉痛でし

た。 

 facebook もやっていますので、もし私の

ことについてご関心がおありの方は、お気

軽にご連絡ください！ 

キャリアと文化の心理学 

P２８８～ 

安發明子 新連載 

首都圏で大学時代(2000~)児童自立支

援施設で学習ボランティアをしながら全国

各地の児童福祉関連施設や少年院を訪

問、その後スイスの施設にも通い、北海

道家庭学校とスイスの施設で暮らす子ど

もたちから見た自分の人生、自分の未来

への気持ち、制度が違えば人生も変わる

という現実についてルポルタージュ『親な

き子』を書きました。 

大人の暮らしも知りたくて生活保護の

窓口でも働きました。2011 年からはフラン

スにいます。児童養護施設、親への支援、

不登校支援とテーマを決めて数週間から

数年かけて現場に通い、フランスの対人

援助を学ぼうとしています。 

民間団体がメインで活動しているフラン

ス、熱いプロフェッショナルたちがしのぎを

削り、エネルギーと希望に満ちた大好きな

フィールドです。フランスの対人援助につ

いてここで紹介していけることを楽しみに

しています。 

フランスのソーシャルワーク 

Ｐ３０４～ 

玉村 文 連載第２回  

前号から連載させてもらっています。前

号が対人援助学マガジンに掲載されてか

ら、そこで事例を取り上げた Y さんとより

親密な関係になったように感じています。

それは、「あなたのことを書きたいと思う」

と伝えたことで、より深く語っていただけた

からだと思っています。マガジンを書くこと

を後押ししていただきました。この調子で

マガジン原稿を書き続ければ、そこに登

場する人たちから「応援」してもらえるので

は、と期待しています。 

応援 母ちゃん！（１） 

P２７６～ 

川畑 隆 連載第２回  

 もう「かけだ詩⑥」まで書きましたよ。け

っこう書けるもので、テーマが思い浮かん

だら机の前に貼った「かけだ詩・題材集」

にメモしています。 

仕事のほうは児童福祉ケースを関係者

のみなさんと一緒に検討する機会が少し

ずつ入ってきていて、頭の中が錆びつい

ていないかなというのが若干心配だった

のですが、そんなことはない、わりとよく整

理ができてるなと自分で思えます。そして

それで元気が湧いて出てきます。 

大学の元同僚から「あんたはホンマえ

https://youtu.be/g9pBdgqbwZY
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え時に大学やめたなあ」と言われ、私も

「ホンマにそうやで」と思います。オンライ

ン授業の大変さと、まだ動きはとれないで

しょうけど公認心理師の実習関係のこと

などは、「ご苦労さま」としか言いようがあ

りません。 

「かけだ詩⑥」に収めましたが、家の

「洗濯機」が新しくなりました。それと同時

に窓をふさいでいた乾燥機もお払い箱に

なって、そのスペースがいっぺんに明るく

なりました。灯りが点いていると思って消

そうとするくらいで、そこだけ新築の家に

住み始めたようです。さて、コーヒーでも

飲んで「かけだ詩⑦」にとりかかりましょう

か。木曜日の午前です。 

「かけだ詩 ②」 

P２６７～ 

天川 浩 連載第２回 

提出一週間前に自宅のパソコンがクラ

ッシュして初期化するという事態が発生し

ました。バックアップなどを取らない性分

なので今までの全てのダウンロードしたり

データが吹っ飛びました。正直爆笑しかあ

りませんでした。ロールアウト時にインスト

ールされていたソフト以外はすべてが消

えていきました。 

もちろん 6 月中には出来上がってい

た第 2 回の投稿もどこか彼方に飛んで

行きました。笑うしかありません。 

その代わり、スマホ版のワードをダウン

ロードしたり、音声認識ツールアプリを使

用したりまた新たな便利ツールを手に入

れることができました。怪我の功名という

ものかもしれませんが、そういうことでもな

いと新しいことを始めるということができな

いことが多いので、大変良い経験をさせ

ていただきました。 

皆さんもパソコンのバックアップはとて

も大事だと思いますので取っておいた方

がいいと思いますよ。 

 

ブルーグレーの肖像 

P２７２～ 

篠原ユキオ 連載第２回  

コロナ禍の自粛生活をどう過ごすかか

がその後の生活にはっきりとしたカタチと

なって現われると思ってひたすら作品づく

りに没頭してきた。５月に思いついて始め

た１００日連続で新作の一コマ漫画を描き

続けるという目標はお盆に無事に達成し

た。世の中はまだまだ手探りの状況が続

いているが、焦る事なくどれもプラスに考

えて毎日をマイペースで過ごせているの

は定年後の独り身の自由な生活のお陰

だと思う。（篠原ユキオ） 

 

 
 

HITOKOMART 

Ｐ２８１～ 

原田 希  

私事ですが、両親ともに早く亡くなった

ので、私たち姉弟の面倒をみてくれたの

は祖母でした。この春までなんでもひとり

でやってきた祖母も 97 歳になり、体調を

崩し入院。大阪の実家に帰ると、仏壇は

花もお供えもなくがらんとして留守のよう

でした。実家には弟夫婦が居てくれるもの

の、休めない仕事、コロナ、育児、思いど

おりにいかない日々に、ひずみが出始め

ていて、仏壇まで手が回らなかった様子。

仏壇のことも祖母まかせにしていて、すま

ない気持ちになりましたが、生きている人

たちの一大事が最優先なのも確か。仏さ

んは皆、祖母のいる病院へ出掛けていて、

そばについていてくれていると思うことに

しました。そのおかげか、危ない時期を乗

り越え間もなく退院できそうです。自宅介

護が始まります。今度は私が祖母に恩を

返していく時です。 

原田牧場 Note 

ｐ２６５～ 

工藤 芳幸  

 今号は諸般の事情で「みちくさ言語療法」

を休載いたします。申し訳ございません。 

私の勤務先の言語聴覚学専攻では新

型コロナの影響で春学期の臨床実習が

中止。各地の医療機関で受入れが困難な

状況では致し方のないことでした。この状

況の打開策として、臨床実習に代わる学

内演習を新たに準備し、実施してきました。

前例のないことです。渦中にあった学生た

ちは残念な思いだったことでしょう。全く同

じことは提供できないとしても、臨床的な

実践につながり、かつ敢えてこの状況だ

からこそできる学びを模索しました。検討

の結果、全学生が全ての領域（失語・高

次脳、発声発語・嚥下障害、聴覚障害、小

児発達障害）で 1週間ずつ、ペーパーペイ

シェントやケースの映像を用いたケース

検討を実施することになりました。私の領

域（発達）では、言語発達検査の実施場

面を見せて各自に検討してもらい、毎週

のように小グループで Teams を用いたデ

ィスカッションをしました。学生がどこまで

考えを深めて取り組めるか、リアルタイム

の接続が上手くいくか…など、不安要素

が多かったのですが、結果的には普段以

上に 1 人 1 人の言葉や思考を辿ることが

できたように思います。果たして学生にと

ってはどんな体験だったのか、顔を合わ

せたときに聞いてみたいですが、同業者

（ST）にこの話をすると「うらやましい」「い

いなあ」という声を複数聞きました。かつ

て学生だったときに教員とじっくり膝を突き

合わせてケース検討できる機会がほとん

どなかったそうです。イレギュラーな対応

でしたが、通常のスケジュールでは不可

能なかたちに取り組んだ意味は大きかっ

たかも知れません。リアルタイムのオンラ

イン授業は少人数のものに限定されたた

め、大人数の授業では来る日も来る日も

題提出へのコメントや添削、オンデマンド

配信の授業も試みました。対面での授業

の意味、学生との向き合い方、伝える内

容や方法を考えさせられた時間でした。 

 

みちくさ言語療法 

休載 

高名祐美  

５月２３日、里帰りしていた次女が無事

に男児を出産いたしました。私は陣痛が

起きた次女を深夜に病院に連れて行った

だけで、コロナ禍で分娩に立ち会うことは

できませんでした。次女の夫は、病院での

面会も許されませんでした。我が家には
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初めての男の孫。日々の成長を楽しんで

いましたが、お盆には兵庫県に帰ってい

きました。当初、夏休みを取ってしばらく兵

庫県にいくつもりをしていましたが、これも

コロナでかないませんでした。しばらくは

会うことが許されません。予定しているこ

とが次々と取りやめになる日常です。そう

なると、何をするにもモチベーションが下

がってしまいます。こんな時だからこそ、

できることもあると思いなおすのですが、

なかなか意欲向上できない私です。すっ

かり怠けてしまっています。 

 １年前に初投稿し今回５回目の投稿とな

りました。３か月に一度の締め切りが、す

ぐに来てしまいます。「MSWという仕事」の

魅力を、事例を通して伝えたいと思って書

いています。実践事例からバイステックを

再考したいと思っていますが、なかなか筆

がすすみません。今回は、「非審判的態

度」について考えてみました。援助期間の

長短に関わらず、印象深い事例を振り返

っていこうと思います。 

 

MSWという仕事 

P２６１～ 

大石仁美 

チャドクガから学ぶ 

Ⅰ万分のⅠミリという小さなウイルスが、

衣類を通り越して、容易に侵入するという

ことを、可視化してくれる事件が起きまし

た。 

気が付くと、なんと椿の葉にチャドクガ

の幼虫がびっしり並んでいるではありませ

んか。うじゃうじゃと蠢いて、なんともおぞ

ましい。早速、殺虫剤を購入して散布しま

した。 

 長袖シャツにマスク、帽子に首巻、手に

は使い捨てのポリエチレンの手袋というい

で立ち。 

ところが終わった後、腕に強烈な痒み

を生じ、慌てて服を脱いだところ、前腕部

が発赤し、熱を持っていたのです。 

 慌てて患部を石鹸で洗い流し、氷で冷

やし、副腎皮質入りのかゆみ止め軟膏を

塗布しました。しかし、一日たっても痒み

は収まらず、時間を経るごとに次々と新し

い発疹が出現しました。前腕から上腕に

かけて、さらにわずかながら胸部にも。

「抜かった！ 甘く見すぎた‼」 

 チャドクガは断末魔の苦しみから、毛を

まき散らして死んでいったのです。その粒

子は、布など簡単に通すのですね。なん

と怖ろしい！ 実は、ゴミ袋を使ってコロナ

ウイルス用の防御ガウンを仲間と作って

いたのですが、この時もそれを着るべきで

した。 

ウイルスはもっと小さいのですから、油

断すると簡単に感染してしまうということを

身をもって実感した出来事でした。コロナ

ウイルス侮るなかれ！ 

病児保育奮闘記 

Ｐ１６８～ 

岡田隆介 

 もともと「聴く」より「喋る」が好きで「書く・

描く・読む」は苦手、「精一杯」やっ ても

「ほどほど」のフリをし、「競い合い」を避け

て「折り合い」って生きてきた。そしていま、

「ステイ・ホーム」ではひとり悦にいってパ

ワポにふけり、Facebook や Instagram 

は眺める程度でメールはいっそう短くなっ

た。これは変わらぬ自分の流儀か、 それ

とも老境に入ったのか、興味深く行く末を

眺めている。 

エア絵本 -ビジュアル系子ども・ 

家族の理解と支援（４）-  

ｐ４５～ 

一宮 茂子  

【藤井聡太棋聖（18 歳 1 か月）】 

新型コロナウイルス感染症関係の暗い

ニュースが多い中で、明るいニュースがあ

りました。2020 年 8 月 20 日に高校生の藤

井聡太棋聖（18 歳 1 か月）が木村一基王

位と対局し、王位獲得で史上最年少記録

二冠を達成したのです。このように記述し

た私ですが、将棋にかんする詳細はよく

わかりません。けれども彼の人間性に深く

感銘いたしました。彼は 18 歳とは思えな

いほど思慮深く、語彙力が高く、言葉を選

んでソフトな口調でインタビューに答えて

います。その対応を見ていると、謙虚、誠

実、爽やかで可愛い若者なのです。背が

高く着物姿がよく似合います。対局中の

姿は神々しく、普段の姿はおっとりして見

えます。このギャップがたまりません。若

き天才棋聖はパソコンも自ら組み立てる

のだとか。「SHOGI AI」を超える能力があ

るそうです。福岡で対局した勝負飯は「冷

やし能古うどん」、おやつは「マンゴー杏

仁プリン」とのこと。私も一度食べてみた

いです。将棋のルールや内容はよくわか

りませんが新たな楽しみが増えました。 

 

生体肝移植ドナーをめぐる物語 

Ｐ２４１～ 

松岡 園子 

今回は番外編として、私が 11 歳の時に

書いていた日記を紹介しました。 

大人になるにつれて、社会に出ていく

につれて、「してはいけない・しなくてはな

らない」（と思い込んでいる）ことが増えて

きます。でも本当にそのことをしてはいけ

なくて、また別のあることを本当にしなくて

はならないのでしょうか。 

子どもの頃に感じた素直な思いや情熱

は、この世界に生まれてそれほど年月を

経ていない純粋な視点の産物だと感じま

す。自分の感じたことや常識への疑問を

素直に表現し、社会の枠に囚われない発

想で自分の世界を形づくっていく。 

自由で軽やかに生きる世界がそこにあ

るような気がします。 

統合失調症を患う母とともに 

生きる子ども 

 Ｐ２３８～ 

中條 與子 

 

 
今号もエッセイを書くことができないと

思い、休載させていただくつもりでした。思

いがけず書くことができましたので、続き

は私のエッセイのページを良かったらご

覧ください。どうぞ宜しくお願いいたしま

す。 

「盲ろう者」として自分らしく生きる」 

ｐ２５４～ 

杉江 太朗 

児童福祉現場で働く、杉江と言います。

突然ですが、半沢直樹が好調のようであ

る。池井戸潤さんの小説はその多くを読

了しており、ドラマも見るようにしている。

作品は「正義が勝つ」の一言に尽きると思

っている。 
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そしてその作品に触れるたびに、私自

身が、金融機関で働いていたこと、そして

行内の監査や金融庁の聞き取りを受けた

ことなど思い出し、金融庁の監査を経験し

た児童福祉司であることを、なんとなく自

慢したくなる。（うらやましくはないか）金融

機関で働き、様々な職種を知れたことはこ

の仕事に多いに役に立っている。このマ

ガジンでも様々な職種の方のナマのお話

に触れることが出来る。無知は罪であるこ

とを自覚しながら情報を取り入れる毎日で

ある。 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ２３５～ 

迫 共 

 今回書かせて頂いた『ひだまり保育園

おとな組』にはゲイの保育士が登場します。

私は保育園長の職を経て保育者養成校

の教員をしていますが、その昔、LGBT 当

事者の生きづらさについて調べていたと

いう変わり種。保育現場ではジェンダーや

セクシュアリティに関する話題がほとんど

通じず、苦労しました。 

 先日、ネット調査で最初の質問が「あな

たの性別（性自認）を教えてください （必

須項目）」というものを見ました。時代は

変わったものですが、違和感も。 

 性差でのフィルタリングを「性自認」にす

るだけで LGBT 配慮だと考えているので

あれば、その認識は違うと思います。 

 「性自認」は個人の内面のことなので、

他人から踏み込んで質問されるべきもの

ではないからです。たとえば「生まれ持っ

た性別に適応して社会生活を送っている

が、性自認としては違う」という場合など、

「答えたくない」と思う人が出ておかしくあ

りません。LGBT に配慮しているように見

えて、正反対のことになりかねないので

す。 

 『ひだまり保育園おとな組』では、保育士

が子どもたちに性自認を聞く場面がありま

すが、男女以外の答えも用意しているとこ

ろがいいなと思いました。男女でのグルー

プ分けが当たり前のようにされる中、違和

感を言語化しづらい子どもたちが、居心地

を悪くしない配慮がほしいものです。 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 
P２３１～ 

朴 希沙（Ｋｉｓａ Paku） 

暑い夏もようやく終わりが見え始め、9

月を迎えるにあたり色んなことが一気に

動き出しています。 

まず、個人的なところでは初めての出

産を迎えます。さらに同じ月に長年の夢で

あった在日コリアンのためのカウンセリン

グ＆コミュニティセンター（ZAC)のオープ

ンを仲間と共に京都にてスタート。 

研究にも進展がみられます。新しいこと

が目白押しで一気にやってくるので、果た

してやっていけるのか?!という不安はあり

つつも、これから始まる新しい物語にわく

わくしています。 

マイクロアグレッションと私たち 

Ｐ２２７～ 

浅田 英輔 

青森市の中心部では、春以降、気温が

上がってくると笛や太鼓の練習の音が聞

こえ、7月末から桟敷席が組み上げられる

など、街全体が 8 月初めのねぶた祭にむ

かっていく。祭期間中、県庁の人は、即帰

るか 9 時過ぎに帰るかしかなくなる。例年、

ねぶた祭りには200万人が訪れるそうだ。

それが、今年はない。ねぶた祭に熱心な

ほうではないけれど、さみしいもんだな

あ。 
臨床のきれはし 

Ｐ１１３～ 

三浦 恵子 

 コロナ禍の現状下，分断と社会的排除

の空気が広がっているのではと感じる場

面が少なくないことと，執筆者・読者諸兄

も感じておられるのではないでしょうか。 

 ただ，こうした状況下においても，より厳

しい生活を強いられている人々や弱い立

場に置かれている人々の存在を忘れず，

気持ちを寄せ，あるいは志を同じくする

人々とつながりあってこうした人々を守ろ

うとする人々の存在に勇気づけられる場

面が，業務やボランティア活動でのつな

がりの中で少なからずありました。社会を

支えるのは，そうしたつながりや共感だと

再認識している昨今です。 
更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ２２１～ 

関谷 啓子 

異常ともいえる今年の暑さだが、コロナ

による外出⾃粛と重なり⾃ずと家にいる

時間を⾒直すこととなった。早々と断捨離

した友⼈あり、保存⾷作りに精を出した友

⼈ありで、時間の過ごし⽅にその⼈の知

らない⾯を⾒せられる⼼地がした。 

友⼈が２０１４年から続けているささや

かな読書会のテキスト⽬録を作ってくれた。

事前に作品を読んで感想を語り合う・・・と

⾔う定形のやり⽅も⾯⽩いのだが、時々

開く「妄想読書会」は新しい発⾒があり楽

しい。なんとなく話は知っているがきちんと

は読んでいない作品をテキストにするの

で⾃ずと童話が多くなるのだが、今思い

出しても「幸福の王⼦」（オスカー・ワイル

ド）「マッチ売りの少⼥」（アンデルセン）は

かなり盛り上がった。王⼦の銅像は何時

ごろ建てられたのか？その頃の社会情勢

はどうだったのか？マッチ売りの少⼥は

雪の中どのような履物を履いていたの

か？彼⼥はマッチをどのようなルートで⼊

⼿したのか？胴元らしき⼤⼈が介在した

のか？などなど。作者の⽣きた時代の妄

想もかなり⽣き⽣きと話が盛り上がった。

最後に原⽂（⼦供向けに書き直されてい

ないもの）を⼀⼈が朗読して、⻑かった夢
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が覚める・・・という趣向である。 

「罪と罰を読まない会」という本に出会

って真似したのだが、「罪と罰・・・」の参加

者の豊富な知識とこちらのでは雲泥の差

はあるものの、なかなか刺激的な半⽇で

はありました。もしよければ、皆さんも試し

てみませんか。 

休載 

私の出会った人々 

 

黒田 長宏 

マイナンバーカードからの特別定額給

付金支給の方法で、私もパスワードをどこ

に控えておいたかで危ないところだった。

役所まで行った人のニュースが流れたが、

私は思い出して特別定額給付金までオン

ラインで通過したため、５月中には通帳に

いただいたと思う。国内でもかなり早い方

だったのではないか。 

今回の新型コロナの経済政策で一番か

つ唯一の成功はこの給付方法だけではな

いかと思う。しかも最初は一部の従来は

経済的に有利になっていた、そしてコロナ

騒動が終わればお金は貰える立場の人

たちへの支給でやる予定だったのだが、

国民の反対で全体支給になったのだっ

た。 

その後はまた一部の業界ばかりにおも

ねたために混乱続きだが、特別定額給付

金を繰り返せばシンプルなのにと、有識

者懇談会には出られる立場ではないので

此処に書いておく。 

そして、今度はマイナポイントという、多

分最大５０００円分貰えるような国の対人

援助の申し込みをし始めた。 

ところが、スマホからすぐに申請できる

と思ったら、スマホが古くて該当してなくて、

そこで詰まった。ネットで調べるとパソコン

から『マイキープラットフォーム』というサイ

トから予約できるらしかった。 

そこでも、某前払いカードだとある点で

詰まり、某後払いカードでは某暗証番号

まで到達するのに少々とまどり、それ以前

にカードリーダーがなかなかマイナンバー

カードを読み取らず、繰り返し抜き差しし

たりと 1 時間くらいかかってしまったか。そ

れでも予約が完了した。 

しかし何事も壁が現れるような仕組み

にしてあるのは、なりすまし予防にはいい

のかも知れないが、本当は援助したくない

からなのではないか。などと陰謀を予想し

てしまうが、そうではないのだろう。 

出来る人はそもそも最新のスマホに乗

り換え続けているはずだろう。だがこうし

た末端ユーザーとしての個人的試行錯誤

において、良い道具や装置で簡単に通過

してしまう人との違いから何か思考できる

大事なことがあるようにも思う。だが、そ

れが何かはわからないままだ。 

これではお年寄りや機械が苦手な人は

結局申請は郵送になるだろう。知識を理

解できる人とできない人との差が人生の

差になってしまう構造が現代だと思わされ

る。生まれてこの方ずっとそうだったのだ

けれど。 

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/ 

あぁ結婚 

Ｐ２０２～ 

山下桂永子 

 町家合宿を始めてから今年で 14 年経

ち、昨年と今年は諸事情で開催すること

ができませんでした。だからというだけで

もないのですが、町家合宿 in 京都のお話

は前回まででいったんおしまいとさせてい

ただくことにしました。町家合宿自体をを

やめるつもりではないので、また何かの

機会がございましたら、お会いした時にで

も話を聞いてやってください。これまでの

拙い連載をお読みいただきありがとうござ

いました。団先生から「で、次はどうするん

や？」というお言葉をいただき次は新しい

テーマで書こうと思っています。 

さて最近の話です。扱いが悪いのか、

同じものばかり履くせいか、靴は結構履き

つぶすタイプです。職場での上履きもしか

り。気に入って買っても 1 年もたないと結

構悲しく、だからといって適当に買っても

それなりに履きなれてくれば、薄汚れて破

れていく様はやはり悲しい。試行錯誤の

末、行きついた結果がこのような仕様とな

りました。そう。学校のうわぐつです。この

一切の無駄がなく、汚れても破れても味

のでるデザイン、指一本で着脱可能、くつ

べら？いらんそんなもん。場所を選ばず

追いかけるも逃げるも瞬時にトップスピー

ドまで持っていける機能性、全てが完璧。

もうこれしかない。履いてみてとてもしっく

り。私、教育現場にいるんだなあとしみじ

み思いました。 

次回からは教育現場の心理職のお話

を書かせて頂く予定です。教育系でこんな

仕事もあるんだなぁとお読みいただけれ

ば幸いです。 

 

尾上明代  

8 月の酷暑の中、近所の道端を蝉の抜

け殻がよろよろ歩いている光景が目に留

まった。思わず二度見すると、それは抜け

殻ではなく「中身」が入ったもの―幼虫で

あった。それまで私は成虫か抜け殻しか

見たことがなく、生まれて初めての出会い

だったが、そのような姿を（しかも真昼間

に）人間にさらすとは、尋常ではない事態

なのだと思った。何年も地中でこのときを

待って、やっと出てきたら目が眩むような

高温で、一度も鳴くこともなくアスファルト

の熱で焼死するか車にひかれてしまうの

は気の毒すぎる。近くの木まで送ってあげ

ることにした。直接触る勇気がないので持

っていた袋に乗せて、木の根元に行って

背伸びしたとき私がぐらついてしまい、落

っことしてしまったり、いろいろ格闘して何

とかその木につかまらせてあげることがで

きた。 

ふらふらしていたところを見ると、きっと

喉が渇いているに違いないと、人間的な

発想で急いで家に帰って水を持っていき、

やっとの思いで木につかまっている幼虫

に、水を少しだけかけてみた。「水分とら

ないと熱中症で死んじゃうから、飲んでね」

という気持ちで。すると彼は、天敵でも降

ってきたかと思えるような態度（？）で、キ

ャっ！（もちろん声を出したわけではない）

と動いて水を避け、一生懸命に一歩一歩、

すべらないように注意しながら木の肌に

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
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足をひっかけひっかけ、ゆっくりと上へ上

へと登っていった。もともとあんなに熱い

アスファルトでハアハアしていたので心配

だったが、見えなくなるところまで到達した

様子だったので一安心して帰宅した。 

彼がめでたく成虫になれたかどうかは、

わからない。後日、近所で鳴く蝉の声を、

彼（彼女？）だといいなと思いつつ聞き入

った。 

ドラマセラピーの実践・手法・研究 

Ｐ８７～ 

松村奈奈子 

コロナコロナの毎日。 

京都の真ん中で生活しています。２～３

年程前から近隣の古いビルが次々と壊さ

れて新しいホテル建築の工事が始ま

る・・・という光景を目にします。お気に入

りのイタリヤ料理店も古いビルから追い出

されてしまいました。コロナ禍で建築が止

まるかというと、とりあえず完成まではいく

ようで、近くのコンビニは建築現場のお兄

さん達で賑わっています。ホテルは続々と

完成していきますが、玄関には「開店延期

のお知らせ」が貼られています。夜のお散

歩で、料理店のあった場所にできた電灯

の灯らないホテルを見ると、いろいろと考

えてしまう今日この頃です。 

精神科医の思うこと 

Ｐ１７４～ 

鵜野祐介 

コロナ禍に酷暑と、今年の夏はたいへ

んでしたが、それでもツクツクボウシの鳴

く声に、心が澄んでいくのを感じる今日こ

の頃です。 

うたとかたりの対人援助学 

Ｐ１９８～ 

柳 たかを 

子供の頃、僕はせっかちだった。5 ミリ

角の細長い角材を胴体にし、翼の骨組み

の竹ヒゴをロウ ソクの炎であぶって U 字

型に曲げる。そうやって主翼・水平尾翼・

垂直尾翼を作り、胴体の角材の 所定の

位置にキリで穴をあけ飛行機の形になる

よう各翼の竹ヒゴを組み立てていく。模型

飛行機 キットの袋には障子紙に似た薄

紙も入っているので障子の木枠に障子紙

を貼っていく要領で刷毛 で糊を翼の竹ヒ

ゴに塗り、薄紙を破らないよう慎重に貼っ

ていく。 公園でゴム動力の模型飛行機が

悠然と飛翔するのを見て魅了された。ゴ

ム動力だがプロペラ機な のでは平らな地

面があれば滑走して揚力を生み出し、フ

ワリと浮き上がりそのまま離陸上昇し飛 

行できる。紙で折った折り紙飛行機の飛

行とは浮揚感の醍醐味に雲泥の差があ

る。 ただ小さな子供が障子貼りの慎重さ

とロウソクの炎で竹ヒゴを焦がさないよう

微調節して完成さ せるのは至難のことだ

った。 長兄は、作業を少しずつ積み重ね

数日かけてあせらず作品やモノを完成さ

せるのが得意だった。 建築士だった次兄

も複雑な製図を何日もかけて完成させる

根気があった。 2 人の兄は、ともに模型

飛行機作りは得意だった。次兄は自分好

みのオリジナル塗装など工夫し遊 び心

のある機体に仕上げた。 一昨年に次兄

が逝き(76 歳)、今年 3 月、長兄が腎不全

で人工透析が欠かせない身体となった。

週に 3 回病院に通い 3～4 時間かけて透

析を受ける。腕にシャントという動脈と静

脈をつなぐ手術を受 けた 3 月、病室に見

舞いに行った。マスクをしての短い面会

「もう歳やからな」と 80 歳の兄、「う ん、ま

あジタバタしてもしゃあないか、、、」と私、

そんな季節(歳)になったのかと思う。 

東成区の昭和 思い出ほろほろメモ 

Ｐ１７９～ 

小林茂  

 昨年度は、大学教員１年目ということで

慌ただしく過ごし、今年度はというと新コロ

ナウイルス騒動があり、一カ月遅れで前

期の授業が始まりました。それも今まで利

用したこともない遠隔授業を大学指定の

ソフトを駆使して行うようになりました。よう

やく前期も終わることになるのですが、こ

こでも“安定した”“ふつうの”日常と縁が

ない自分の歩みを実感しております。な

かなか鍛えられる思いをしております。 

ところで、最近、この『対人援助学マガ

ジン』の自分の活用の仕方を考え直さな

いといけないと思うことがある。もともとは、

支援で感じた雑感を徒然なるままに研究

ノートのように残す位置づけであったが、

やはりテーマを明確にした方が良いので

はないかと考えるようになった。どこかの

段階でリニューアルをしようと思う。 

 

対人支援 点描 

Ｐ１７０～ 

中島弘美 

対人援助学会の会員には、立命館大

学、大学院の関係者の方が多くおられま

す。 

私は、産業社会学部で授業を担当させ

ていただいています。「人間コミュニケー

ション論」です。受講学生さんは四回生以

上の人も多いです。 

学生さんたちは卒業後、研修会や勉強

会で学びたいと考える人はどれぐらいい

るでしょうか？学会に関心がある人はどう

でしょうか？もしかして、年次大会に参加

してみたいと思う人は少しでもいるのでし

ょうか？ 

10 月からスタートする秋学期の授業で、

学部生と学会がどうしたらつながるのか

考えながら、案内をしていきたいと思って

います！ 

カウンセリングのお作法 

Ｐ３６～ 

藤 信子 

蝉、特に蜩が鳴くと、夏が行くのに出来

ていないことがあるような気分に、これま

ではなっていたけれど、今年は何かに追

われる思いもなく、単に「夏が行くなあ・・」

と季節を味わう感じだった。 

ただ、8 月が終わろうという今になって、

毎年長崎に帰っていたのができなかった

ことが実感され、夏の大事な行事が無くな

ったので、一夏損したような気もしてきた。  

4 月以来、こんなに家に籠っていて良い

のだろうかとは、あまり思わずに過ごして

いた。本当は出かけたくない、ものぐさな

性格だったのだと確認していた。それなの

に、一夏損したような気分になるのは、や

はり夏には何か動きたくなるようにさせる

ものがあるのかもしれないな、と思ってい

る。 

集団精神療法について 

Ｐ４２～ 

団遊  

8月 12日に母が亡くなった。胃癌だった。

コロナ禍のゴールデンウィークに、痛みに

耐えきれず病院に行き病気が発覚、そこ
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からわずか 3 カ月で天に召された。 

現実を受け止めてはいるが、一方で未

だに信じられない気持ちもある。今回短信

を書くにあたり、これまで書いてきたもの

を見返していると、19年の 5月、病気が発

覚する 1年前のゴールウィークには、団家

揃って、琵琶湖疎水クルーズをしていた。

さらに 1 年前の 18 年 5 月には、父の教授

職退官お疲れ様会を、これまた団家揃っ

て催していた。いずれの会においても、母

はとても元気だった。 

しかし、ドクターによると、少なくとも 1年

前には癌はそこそこの大きさであっただろ

うという。あの時、1 年後にこんなことにな

ろうとは、思いもしなかった。ただ、不思議

に思うこともある。 

20 年のお正月、実家で母と話した際に、

なんとなく聞いておかないといけない気が

して、厚労省のガイドラインに沿って、介

護や看取りに関するヒアリングをした。そ

の時は、「毎年正月に聞くから、更新して

いこう」と話したのだが、結局その書面が

更新されることはなく、記載された事項が、

8 月のその時に、少し役に立ったりした。 

様態が急変したのは 8 月 11 日の夕方

なのだが、前々日の 9 日と、前日の 10 日、

いつものび太のように即寝・グッスリ型の

自分が、いつまでも寝付けず、眠れても夜

中に何度も目が覚めてしまい、そのことを

「歳かなあ」などと妻に喋っていた。因果

は証明できないが、それでもどこかで「も

しかしたら」などと思う。 

「こんなことになるのなら……」、大切な

人の死に際し、そんな風に思うこともある

のだと思うが、不思議と母に対して、そん

な風に思うことはほとんど何もない。母は

本当に良くしてくれた。私が幸せでいるこ

とが、何よりの親孝行なのだと、心から思

わせてくれた。これを母の愛と言わずして、

何と言おうか。 

人を育てる会社の社長が、 

今考えていること 

P３３～ 

村本邦子 

この夏はバルト三国に行こうと企ててい

たのに、無理になって、珍しく仕事に邁進

している。チェルノブイリのミュージアムに

ついてまとめようとしているが、勉強する

なかで、いろいろなことを学んでいる。とく

に、ティモシー・スナイダーの『ブラッドラン

ド』（筑摩書房）は衝撃的だ。ブラッドランド

とは、ウクライナ、ベラルーシ、ポーランド、

バルト三国で、1933年から 1945年の間に、

ナチスとスターリンによって、1400 万人が

虐殺されたというのである。一昨年は、ナ

チスと旧東ドイツ関連の地を巡ったのだけ

ど、旧ソ連下を生き抜いた人々にすごく惹

かれるし、もっと知りたいと思う。これまで

断片的には映画で見知ってきたような気

がするけど、全体像がもうひとつつかめな

いでいたものが、少しずつ明らかになる感

じ。世界はますます狂っていくけれど、そ

んななかで正気を保つ人々の可能性を見

つけたい。  

周辺からの記憶 ―東日本大震災 

家族応援プロジェクトー（２２） 

Ｐ１４４～ 

國友万裕 

久しぶりにスポーツクラブで３０分ほど

ウォーキングした。しばらくやっていなかっ

たので、目一杯緩いペースで歩いた。そ

の後お風呂に入った家に帰った。これくら

いは平気だと思っていたら、次の日の体

が痛いのなんのって！！！ 

早速マッサージの人に来てもらった。や

はり歳なのだ。「30 分であってもいきなり

だとしんどいんですよ。15 分くらいから始

めればいいんですよ」とマッサージの人か

らは言われた。最低でもあと 10 年から 15

年は仕事をしなくてはならないので、体力

は保っておかなくてはならない。これから

少しずつ体力を取り戻さなくては！と思っ

ている。 

思えば、同じようなことばかり連載に書

いて、いよいよ10年近くの日々が過ぎよう

している。でも確実に老けてはいるんだな

あ！ 

今一番イライラしているのは、コロナの

せいでアメリカ映画の公開や製作が遅れ

ていて、見たい映画がないこと笑。こんな

のが悩みなんだから幸せな初老のおじさ

んです笑笑 

男は痛い！ 

Ｐ１００～ 

古川秀明 

新型コロナウイルスの影響で令和 2 年

２月以降の講演会＆ライブはすべて中止

の状態なので、5 月に引き続き、今回もい

つもの「講演会＆ライブな日々」ではあり

ません。いったいいつになれば講演会＆

ライブな日々が再開されるのでしょう

か・・・。 

 

講演会＆ライブな日々 

Ｐ１２１～ 

西川友理 

京都西山短期大学で、保育士・幼稚園

教諭の養成をしています。それから、支援

者に向けた当事者研究会や勉強会を定

期的に開催しています。その他社会福祉

士養成などにもちょっと携わらせていただ

いています。 

職場の短大はは引き続きコロナ対応。

出来るだけの感染症対策をとったうえで、

実習もスタート。こんな時だというのに、実

習先様の多くは、実習生の受け入れをも

のすごく前向きに考えてくださいます。 

保護者の方全員に文書を出して実習生を

受け入れる意義を伝えてくださる園。半年

以上先の実習について、今のうちから、ど

のように対応しようかと一緒に計画を立て

てくださる施設。 

大学のためにお手数かけてすみません、

などと遠慮しているヒマはありません。 

「どうしたらしっかり勉強してもらえるかな」

「どうしたらいい後輩を現場に送り出せる

かな」と頭を寄せて、うんうんいいながら、

実習という教育環境を作り上げている感じ。

「大学はこうしますね！」「オッケー、じゃあ

園ではこうするね！」と、意図せず強力な

共同体制が整っていきます。まさにピンチ

はチャンス。これを非常時の気分だけに

終わらせずに、継続的な連携に育てるこ

とが、ここからの課題です。 

 

福祉系対人援助職養成の現場から 

ｐ７３～ 

坂口伊都 

コロナ渦中で、なかなか友人とも気軽

に会えない中、短大時代の友達からオン

ラインお茶会のお誘いを受けました。今ま

では考えもつかなかった事ですが、オンラ

インだと離れていても気軽に会えます。そ
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れこそ 30 年ぶりぐらいに話をしました。短

大を卒業した後、社会人入試で大学生に

なり院に行ったので、短大時代のことを思

い出そうとすると、頭の奥の方の記録を手

繰り寄せる感じでした。亡くなっている友

達もいます。疎遠になっていた友人と、こ

うして自宅にいながらまた話をする日が来

るなんて感慨深いものがあります。 

友人の呼びあい方は、当時のままで旧

姓も飛び交っていました。私は、だいたい

伊都ちゃんと呼ばれているので苗字が変

わっていてもあまり影響がありません。自

分では、長い年月で変わったと思ってい

たのですが、「伊都ちゃん変わらないね」

と声を揃えて言われ、そうなんだと意外に

感じました。どの辺りが変わらないでいる

のでしょうか、私にはピンときていません。

でも、こうして皆と再会できるのは、世話

役がいるから実現できるのですよね。遠く

離れた場所に行って、同窓会にも行って

いなかった私を忘れずにいてくれて、声を

かけてくれる友人に感謝です。 

家族と家族幻想  

Ｐ１３９～ 

河岸由里子（臨床心理士） 

【心のよりどころ】 

コロナの影響で、多くの方が不安に襲

われ、ストレスを抱え、不調になっている。

相談に訪れる方も増えた。 

古来より、疫病が流行ったり、不作や天

災が続いたりすると、人々は必ず神や仏

にすがった。神社仏閣を建て、精進するこ

とでご利益をいただき、今の困難を乗り越

えられると思って、手を合わせてきた。人

智を超えた問題に対して、人は為す術を

持たない。だからと言って無かったことに

もできない。信心深いわけではなくても、

「困った時の神頼み」で神社に願かけに行

ったり、厄除けに行ったりする人は科学が

発達した現代でも多い。人の心のよりどこ

ろとして、今も神社仏閣がある。 

 ところが今回のコロナ騒ぎで、多くのお

寺さんがその門を閉めた。私の友人に、

お寺の和尚さんがいる。彼は、かなり高位

の和尚さんだが、このことに対しとても怒

っていた。築地本願寺では、法事をオンラ

インで行っているとテレビでその様子を放

映していた。オンラインでの相談は、私の

相談室でも行っているので、否定はしない。

しかし、対面であっても、きちんと予防しな

がら、三蜜を防げば、クラスターが発生す

る可能性は低い。どんなことも１００％は

あり得ないのだから、そこまで恐れてお寺

の門を閉め、門下さんを締め出すことが

本当に必要なのだろうか？ 

 不安に駆られたときは何かよりどころが

欲しいものである。それが薬物や、ギャン

ブルやお酒ではなく、信心である方が、な

んぼか健康的ではなかろうか。仏像を眺

めてお経をあげ、神社で手を叩いてお祈

りするくらいのことで、安心できるのであ

れば、誰もがそれを出来るようにしてあげ

ればと思う。 

ああ、相談業務 

 Ｐ７９～ 

先人の知恵から 

Ｐ１９４～ 

岡崎正明 

７月に人生２回目の手術をした。全身

麻酔である。命に関わるようなものではな

いが、それでも万が一のことがないとは誰

にも言えない。自分が亡き後のことを考え

て少し準備したり、貴重な体験だった。手

術はおかげさまで大成功で順調なのだが、

それでも術後数日いくつかの管で繋がれ

ていたときは正直しんどく、あっという間に

弱音を吐いていた。逃げ出したい、誰かに

助けて欲しい…。他人を気安く励ましてい

た自分が何も分かっていなかったことに

気付いた。改めて自分のヘタレぶりを痛

感するとともに、次第に回復してくると現

金なもんでアレコレ余計なことをしたり、エ

ラそうなことを考えたりする。単純というか

分かりやすいというか。半分呆れて、半分

笑ってしまった。 

よく「自分を信じて」「自己肯定感が大事」

などというが、私はあまりピンとこない。自

分は正直疑わしくてフラフラしてて信用な

らない存在なのだ。それでもいじらしいと

いうか、放っておけないというか。どっちか

というと、出来の悪い息子を持ったような

というのが、偽らざる感覚だ。 

 入院をきっかけに出会った人や本があり、

結果的に良かったと思う面もあれば、２度

としたくないような経験もありで。それもこ

れも含めて、自分の人生に起こることを今

後も面白がっていければと思う。 

 

役場の対人援助論 

Ｐ１０７～ 

大谷多加志 

 今年の 4 月から、新型コロナの感染拡

大とともに始まった新生活。いまだ、これ

までの日常は戻らず、オンライン会議や

オンライン研修など、新しい展開もあちこ

ちにみられる中で日々を過ごしています。

オンライン授業では、Web カメラの不調に

より私だけ画面が固まって声も届かなくな

るという事態が生じ（PCは無事なので、学

生たちの声は聞こえる）、「…先生⁉…先

生！」「固まってる！」と騒めく学生さんた

ちを前に、「聞こえてるよ！」「ちょっと待っ

て！」と届くことのない声をあげながら、復

旧に四苦八苦するという経験もしました

（“突然死した自分を、幽体離脱して見て

いる自分”を疑似体験しました）。 

 まだ色々な業務が止まっていて、若干

の余裕があるからかもしれませんが、目

の前にある仕事をひとつひとつ丁寧に仕

上げていこうと心がけている自分に気が

つきました。ひとつひとつの仕事と誠実に

向き合えるのはとても気持ちがよく、うまく

いったこともそうでなかったことも、丁寧に

振り返り、気持ちも収めてから次の仕事に

向かえています。 

コロナによって失われたものがある一方

で、否応なく変化が求められた日常の中

で新しく体験することも様々あって、その

中にはもちろん、プラスのものも多く含ま

れていました。まだまだコロナの終息が見

通せない中、相変わらず不安だらけでは

ありますが、今だからこその自由さを満喫

してみようと思っています。 

対人援助学と発達検査 

Ｐ１１６～ 

馬渡徳子 

七月第一週に、実家が三度目の水害

に遭った。前回、家屋をかさ上げしていた

ので、被害は、庭と果樹園と畑とお墓に留

まった。 

 同じく県外に暮らす弟と、日時を合わせ

て帰省した。片付けと今後の対応策を講

じる目的だった。 

 このような時期にてと、母が固く訪問を

拒んだことから、行政担当者さんとは、オ
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ンライン上で懇談し、対応策を助言頂くこ

ととなった。 

 担当の方が、「他に、何か気掛かりなこ

とは、ありますか?」と訊ねて下さり、母は

「来月は、お盆なので、一番心配なのは、

お墓です。あっ、でもそれはあなた方の担

当ではないですね。」と応えた。 

 弟二人と顔を合わせて、「私有地の山の

中腹にある、母の実家のお墓のことだな」

と気付き、それから車で現地に向かった。 

 現地は、六月から三度続いた大雨で、 

泥や木くず等で、酷く荒れていた。 

皆で、片付けとお参りをした帰り道に母

から「ああ。スッキリした。ありがとう。今、

ご先祖様にも伝えたけれど、今回三度目

の被害に遭ったことで、思い切って、ケア

マネジャーさんから紹介してもらった書式

で、エンディングノートを書いた。姉弟皆ん

な揃っているので、私の意思を確認して

欲しい。頼んだよ。」と、言われた。 

 それは、母らしい達筆な毛筆で、丁寧に、

何故そのように実行して欲しいのか、その

根拠も記載がされていた。 

 弟たちと、「人生これからも、どんなこと

が待ち受けているかわからないけれど、

ここに書かれている母の意向を必ず通そ

うね」と母に誓った。 

馬渡の眼 

Ｐ１７７～ 

団士郎 

前号短信から三ヶ月経った。たいてい

の人にはことさら数える月日でもない。し

かし私には、カウントダウンの刻々と進む

日々だった。 

ＧＷ中の妻の緊急入院から退院後、点

滴抗がん剤治療に入って、三週間毎の通

院に同行した。時には、診察を受けたとこ

ろで発熱のため、点滴が延期になり、一

日かけて何の治療もなく帰宅する日があ

った。そんな時は患者のみならず、私にも

疲れがどっと出た。 

余命一年と厳しいことを言われていた

が食欲もあり、体重も復活してきていた。

食べられそうなものを見繕って買って帰り、

服薬時間に合わせて夕飯をとらせるのが

私の日課になっていた。 

なんか、大丈夫そうじゃないか、なんて

楽観的期待が２人ともにあった気がする。 

そんな矢先、3 ヶ月目の 7 月３１日夕刻、

病気が牙をむいた。 

私の帰宅早々、吐血で意識を失って倒

れたのだ。大量下血もあった。大慌てで病

院の指示を仰ぎ、救急車に初めて同乗し

た。 

ＥＲ前の待合室ソファで、喧噪の中で救

急対応を受けるのを待ち、その後、医師

の説明を受けた。輸血や手術の承諾書に

サインをして、万一も覚悟しておいてくれ

と言われ、止血のための内視鏡手術に向

かうのを見送った。 

結果、最悪の事態は回避でき、再度入

院になった。だが、今後については在宅

看護かホスピスかを、本人の希望も含め

て話し合っておいてくださいと主治医に言

われた。 

余命一年と言われて驚いてから僅か三

ヶ月である。小康状態の今、毎日病室を

覗いて話している（スマホ時代だから簡単

に録音だって出来るので８月５日に話し合

った声もある）が、今では余命１～２ヶ月と

言われている。 

次のマガジン４３号の発行作業の時、も

う妻はいないのかもと思うと、癌という病

気の凄まじさに言葉がない。 

＊ 

こう書いたとき、まさかこの４２号発行を

待たずに妻が亡くなるなど思いもしなかっ

た。余命宣告をされていても、意外に長く

居られたね、なんて幸運が起きてくれそう

な気がしていた。 

しかし実際は甘いものではなかった。

医師の言う余命一年も、一、二ヶ月も、あ

と一、二週間かと・・・のすべてを尻目に駆

け抜けて逝ってしまった。８月１２日､２３時

３８分、息と鼓動が止まった。 

＊印以降の文を書いているのは告別

式８月１５日の深夜である。１２時間ほど

前、火葬場で妻のお骨を拾った。こんな事

が自分に起きるのかと、分かっていたこと

だと言えばそうなのだけれど、驚きの中で

過ごしている。 

「Family history」(1) 

Ｐ５２～ 

鶴谷 主一 

約2ヶ月のコロナ休園から園を再開して

３ヶ月が経ちました。再開に際しての方針

決めから、変更する行事活動の計画など

「再開後」の幼稚園は、感染対策も相まっ

て忙しさは変わりませんね。 

追い打ちをかけるように、「長い長い梅

雨」のおかげで室内や、絵本の棚がカビ

だらけになって大掃除･･･。終わったと思

ったら「猛暑の夏」へと切り替わって、エア

コンかけても換気しなくちゃいけないから

熱風地獄。マスクが苦しい中で熱中症に

も神経をとがらせなければならず、コロナ

禍の保育は保育者にとってなかなか過酷

です。 

 頑張っているみんなに何か楽しいことを

したいなあ、と思っていましたが１学期末

の打ち上げ飲み会も自粛して全員でワイ

ワイ会食することもできません。それで係

の職員が「広いホールでゲームしましょ

う！」という提案でソーシャルディスタンス

を保って、景品争奪ゲームをやることがで

きました。伝言ゲームやジェスチャーゲー

ムなど、みんなで遊んで気分転換もでき

ました。 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

幼稚園の現場から 

Ｐ６５～ 

水野スウ 

 エアコンなしで比較的涼しい造りのわ

が家ですが、この夏の酷暑はさすがに厳

しい。ヒグラシが鳴いて、鈴虫が鳴いて、

夕暮れの風がはいってきて、やっとふう〜

っと深呼吸。ちかごろ呼吸が浅いのは、か

ならずしもマスクのせいだけじゃなかった

か。もちろん家でマスクはしないけど、熱

をもった空気を深く吸い込むのにからだが

抵抗するんでしょう、つい浅い息になって

る自分に気づきます。今号は、コロナ下の

紅茶の時間のことと、生とリモートに関し

てのリポート。パソコンに向かう時は極力、

意識して深呼吸してから書きだすようにし

ていました。 

 

 直近のうれしかったできごと。栃木県の

ある市の子ども・子育て総合センターあて、

1000冊の「ほめ言葉のシャワー」を発送し

ました。来春、その市の小学校に入学す

るお子さんが1000人。秋の就学時健診の

際に一冊ずつプレゼントするのだそうです。

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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行政にこんな粋なこと思いつく方がいるな

んて！びっくりすると同時に感動しまし

た。  

 この冊子をつくってからもう12年たちま

す。「ほめ言葉のシャワー」の数年間のワ

ークショップで、参加した方たちが書いてく

ださった言葉を、あずかったのは私。こん

なかたちにデザイン、構成、編集したのは

娘。文章を書いたのはほぼ私だけど、そ

れに娘がいちいち、あーだこーだ、こーだ

あーだと、なんとも注文の多い編集者。親

子初の協働作業による本づくりは、それま

でほんとに知らなかったお互いを発見しあ

うことの連続で、違いを認めてリスペクト

することの練習でした。その過程とその時

の経験は、今でも私たち親子のたからも

のです。 

 そんなたからものの本を、新一年生とそ

の保護者さんが受けとってくれることの、

しあわせ。ありがとうのきもちをぎゅっとこ

めて、行ってらっしゃーい！と本たちを送

り出しました。写真は、旅立ちを待ってス

タンバイしている、1000 冊の「ほめ言葉の

シャワー」。 

 

きもちは言葉をさがしている 

Ｐ９２～ 

荒木晃子   

奈良県北葛城郡に転居して 11 ヶ月。部

屋を見回せば、まだ段ボール箱が其処此

処に残っている。中身は、豊中のマンショ

ンから持ってきた食器、美術品など日常

に必要としないものばかりである。 

生前、両親が暮らした戸建てには、転

居前から生活必需品が全て揃っていて、

私にとってはその全てが思い出の品。茶

碗を手に取るたび、壁に掛かった絵画を

見上げるたび、懐かしさと安堵感を覚え

る。 

本来、私がいるべきところへ戻ってきた

時間と空間を確信し今日の安らぎにつな

がっているのだと感じる。忙しい日常でも、

時折アルバムを広げ、幼い頃の私を抱い

た父・母を眺めてみることを忘れない。写

真の中の（まだ30台代であろう）父と、若く

美しい母が、幼い私に向けるまなざしに、

今も包まれているようで心地よい。こんな

に愛されていたのだとの思いが、冷えきっ

た私のからだとこころを暖める。このぬくも

りがあるからこそ、今、このときに何があ

ろうと生き抜いてみせるぞと思えるのが不

思議だ。 

生殖医療と家族援助 

P８４～ 

中村 周平 

実は、回復しつつあった首の調子をま

た崩してしまいました。前回、お休みさせ

て頂き、次回に納得した文章をと意気込

んで始めたものの、原稿の作成に十分な

時間を充てることが出来ませんでした。 

連続のお休みで本当に申し訳ないので

すが、今回もお休みさせていただきます。 

＊ 

６月ごろに父親から突然、「昼頃から微

熱がある」との連絡を受けました。普段は

あまり顔を合わせていなかったのですが、

偶然 2日前に身の回りのことを手伝っても

らうため短い時間ではありましたが、同じ

空間に滞在していました。 

時期が時期だっただけに、私のサポー

トをしてくださっているヘルパー事業所か

ら、父親の体調の変化や、顔を合わせた

時間、そこに居合わせた人間など様々な

質問を受けることになりました。 

呼吸に疾患を持たれている方にもサポ

ートを行われている事業所ですので、私

や父親から感染していた場合、大惨事に

なります。そのため、何度も質問を受ける

ことは当たり前のことだと思います。 

ただ同時に、何も悪いことをしたわけで

はないのに、悪いことをしてしまったという

感覚も感じずにはいられませんでした。感

染対策、そして感染しないことはもちろん

重要なことですが、そのうえで罹ってしま

った場合は、誰の責任でもないのではな

いか。そのことを一言でも相手に伝えるこ

とが大切であるということを強く感じさせて

くれる出来事でした。ちなみに、父親は感

染していませんでした。 
ノーサイド 

山口洋典  

この 3 ヶ月、週 5 コマ、学期を横断する

実習型のサービスラーニング科目で時間

割に固定されていない土日を中心にした

変則開講 1 クラス、それぞれの授業運営

にてんてこまいでした。最初は学生の通

信環境が定まらないだろうということで授

業管理システム（CMS、立命館大学では

朝日ネットの manaba を使用）で文字を中

心にした解説と課題の提示で、その後は

通信容量を圧迫しない音声ファイルによ

るラジオ講座方式に、そして5月中旬以降

は Zoomを用いたライブ授業とその内容を

アーカイブしたオンデマンド学習へ、という

具合に受講規模や到達目標などを加味し

て工夫を重ねました。これに加えて非常

勤先での大学院のクラスでは、当初は

LINE で、その後は Zoom で対話を重ねる

ことにしました。 

 
（写真、8 月 26 日 13:55 の立命館大学 

大阪いばらきキャンパスの風景） 

 そして 8 月下旬、学期を横断するサービ

スラーニング科目の中間ふりかえりを、対

面とオンラインとの併用で行ったのですが、

これがなかなか大変であることを身をもっ

て実感しました。特に苦労したのは、対面

授業を行っている教室の内容、中でもグ

ループワークでの議論をどのようにオンラ

イン参加者と共有するか、でした。ハンド

マイクの使い回しで新型コロナウイルスへ

の感染リスクが高まる、といったことなど

を鑑みると、圧倒的にパーソナルな環境

で受講できる Zoom 参加者に安心感が高

いということ、その一方で対面での参加者

には身振りやしぐさや表情や間合いなど

のノンバーバルなコミュニケーションによ

って、一体感や連帯感が高まったようで、

対面とオンライン、この 2 つの空間をどの

ようにして混交できるか、新たな思考と試

行と実践が求められそうです。 

ＰＢＬの風と土 

Ｐ２０６～ 
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見野 大介 

 工房に導入する予定がなかったアレク

サが、とある縁で工房に来ました。 

親以上に息子がハマり、毎日保育園の行

き帰りの際にアレクサへ挨拶をしたり、仮

面ライダーやキラメイジャーの歌を流して

踊ったりしてます。 

こんな育児で良いんだか、良くないんだか

（笑） 

ハチドリの器 

P4 

千葉晃央 

コロナ対策をして、満蒙開拓平和記念

館に行きました。朝１０時には到着。館の

ある長野県は開拓団への参加人数も、満

州義勇軍への少年兵の参加？もずば抜

けて多い。２位にダブルスコアになるぐら

いの数字が残っている。背景に自治体が

奨励し、なおかつ「この地域から何人出す

ように」とノルマ主義で進めた過去がある。

冬は雪深く、山が連なる地形はその苦労

が多かったことも実感。記念館は、当事者

の語りを動画として、文章としてふんだん

に用意して来館者を迎えていました。当事

者からの発信の重要性はどの分野も共

通。昨年訪れた戦没画学生慰霊美術館

「無言館」も長野県。こうした後世に伝える

活動が活発なのも、その特徴。今回の旅

友の長女も退館時に感想を書き掲示する

スタイルに乗っかって、壁に掲示。「情報

操作、住民の分断、貧困。これが再び整

いつつあります。2 度と繰り返さない」と私

も書いた。 

 そして、これも行きたかった「杉浦千畝

記念館」へ。隣の岐阜県。こちらも山深く、

そして古い学校もあり、川も印象的。展示

は千畝が書いた通行許可を得られたユダ

ヤ人のその後と、得られなかったユダヤ

人のその後の出来事が並列で展示。生い

立ちを見ても、後の行動の萌芽ともいえる

岐路での選択が見て取れる。マイノリティ

の選択ができるという事実は、その次の

選択可能性を広げることも実感。戦後、外

務省から解雇され、それどころかその存

在すら隠蔽された事実にも閉口。千畝さ

んのことは学校で私は習わなかったけど、

今の子たちは学校でも触れると娘にきく。

いいことだ！帰宅は 18 時というシンプル

行程で、日帰り完了。 

家族支援と対人援助  ちばっち

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

援助職の未来 

Ｐ１７～ 

脇野 千惠 

コロナ禍とはいえ、季節や自然は、普

通に私たちの生活の中を通り過ぎていき

ます。気がつけば夏の終わりに近づき、

裏の田んぼの稲穂も垂れ始めました。夜

は虫の音も。 

日々の生活は、不登校生の支援員とし

て関わり、時々、元同僚が経営する塾の

応援に行っています。長い休校の影響か、

塾は流行っているようです。来年は少し働

き方を変え、自分のしたかったことを優先

させようと思います。 

さて、「性と生」の情報発信と交流の場

として「まちの保健室ちむちむ」を立ち上

げて 2 か月。コロナ禍の中だからこそ、人

と人とが集う場も大切にしなければと思っ

ています。 

若者向けにと慣れないツイッタ―も始

めました。すぐには、若者は来ないだろう

けれど、続けることが大事。将来的に若者

同士が悩みなどを共有し合い、ピアな関

係になっていく場所になればいいなと考え

ています。 

 

 

 

こころ日記「ぼちぼち」partⅡ 

Ｐ２５８～ 

竹中 尚文 

私が寺院住職であることはご存じかと

思う。浄土真宗の住職の妻を坊守(ぼうも

り)という。浄土真宗は開祖の親鸞聖人が

結婚をしたというので、住職が結婚をする

場合が多い。そして住職と坊守がお寺の

要職とされる。◆この夏もそうであったが、

とてつもなく忙しい時にお葬式ができる。

坊守は「あとは任して」といって私を送り出

す。彼女が日程を調整して、私がお参りを

する予定になっていたお宅へお参りに行く。

お参り先である門徒さんのお宅では、住

職がお参りをするより歓迎されているよう

でもある。◆彼女はお寺の生まれでもなく、

仏教の勉強をしたわけでもない。私と結婚

したのが機会で僧侶になったのである。

僧侶になるための基本的知識は、たぶん

私から得たものが多いように思う。儀式に

ついての作法なども私からの知識が多い

かもしれない。それに、彼女が僧侶になる

ためにずいぶんの多くのお坊さんが力を

かしてくれ、知恵を授けてくれた。今では、

私が彼女から教わることも多いし、相談相

手でもある。何より、仏さまとの間合いが

いい。私など、意識をしてもっと近づかね

ばと思ったりする。◆彼女との出会いは思

いも掛けないものであった。私には離婚

歴がある。結婚に関して、苦しい思いがほ

とんどである。二度と結婚などするまいと

思っていた頃に出会った。そこから結婚を

決意するまでは、かなり大きな迷いと決心

があった。あの時、私の生涯を懸けてもい

いと思った。それを黙って見守ってくれた

のが団士郎さんと団典子さんであった。そ

れが何よりも大きな応援であった。この夏、

その恩人である団典子さんが亡くなった。

心より合掌 

『盆踊り漫遊』 

Ｐ９８～ 

中村正 

コロナ禍で大学はまだ厳しい管理下に

あり、秋学期も講義系科目はオンラインで

実施することになる。対面式の場合もコロ

ナ対策が前提なので密を避けることが要

請される。マスクをして話をするのは大変

だ。孤立しているので、動き回りたい元気

な学生たちはメンタルヘルスが悪化して

いるようだ。Zoomでオンライン授業する際

mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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にパワポを提示するが良かれと思って文

字列に色をつけると色覚過敏な学生がい

て白黒にして欲しいと言われる。BGM を

入れると音楽だけが大きく聞こえてしまう

聴覚過敏な学生もいる。Zoom の向こうに

はいろんな学生たちがいる。パソコンのカ

メラの向こうには多様性の海が横たわる

ということを理解する。それは世界に開か

れていることへ想像力がいる。こうして大

学と「夜の街」はなお厳しい状況が続く。こ

うしたなか、対人援助学会の年次大会を

どうするのかも悩ましい。オンラインでの

開催となる予定だ。全体企画はコロナ禍

での対人援助というテーマになりそうだ。

社会的なつながりの再構成をしつつ対人

援助の現場からの知恵の交流をしてみた

いと思う。こうした時代にふさわしい話題

での企画を計画することにした。オンライ

ン面談、ソーシャルコネクション、シェアリ

ングエコノミー、Stay Home できない人の

サードプレイスや居場所等がキーワードと

して浮上する。対人援助学にできることは

たくさんありそうだ 
臨床社会学の方法 

P２１～ 

乾 明紀 

４２号も休載とさせていただきます。 

8 月は成績評価と科研費研究などで手が

回りませんでした。2019 年も 8 月（9 月 15

日発行分）は投稿できませんでしたが、こ

の時期は書ける心身になりにくいようで

す。 

私は、いわゆる“対人援助職”ではないの

で、ある意味場違いなことを周旋家日記と

いう表題でエクスキューズしながら、その

場その場で書けることを書いてきたので

すが、そろそろこのやり方を見なした方が

よいかもしれませんね。 

 

周旋家日記 

休載 

寺田 弘志  

今回は締め切りに２日遅れてしまいま

した。編集部の皆様、ご迷惑をおかけして

済みません。 

暑いですね。 

新型コロナも怖いですが、温暖化で

年々巨大化する台風が怖いです。 

残暑お見舞い申し上げます。皆様、どうぞ

ご無事で！ 

 接骨院に心理学を入れてみた 

Ｐ２１２～ 

浦田 雅夫 

滋賀長浜の武田倫江さんのお話をうか

がった。私の親と同じ世代。絵を描くのが

好きだったという武田さん。忠君、聖戦。

戦意高揚。それを信じて疑わなかった子

ども時代に書いた絵について語っていた

だいた。「戦争を知らない子どもたち」だっ

た私が、「戦争を知らない子どもたち」とい

う歌も知らない子どもたちと武田さんの絵

について語り合いたい。 

 

社会的養護の新展開 

Ｐ６３～ 

小池英梨子 

えっ！？もう前回のマガジン発行から３

ヵ月も経つの？！って毎回思ってしまう。 

 
そうだ、猫に聞いてみよう 

Ｐ１８８～ 

 


